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所収遺跡名 種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

殿河内ウルミ
谷遺跡　　　 集　落

旧石器時代 旧石器

弥生時代 段状遺構 弥生土器、石器
古墳時代～古代 掘立柱建物跡、

段状遺構、柵
列、溝、土坑、
製炭土坑

土師器、須恵
器、須恵器窯関
連遺物、鍛冶関
連遺物、鉄器、
石器、土馬、瓦
類

古代の鍛冶
遺構。大規
模な造成。

中世 自然河川 土師質土器、瓦
質土器、国産陶
器、輸入陶磁器

近世 炭窯、製炭土坑

要　約

殿河内ウルミ谷遺跡は、旧石器時代から近世にかけての集落跡と考えられる。
旧石器時代では、ホーキ層二次堆積土から黒曜石製小石刃・石核・尖頭器など
が多数出土した。
弥生時代では、中期から後期の段状遺構を検出した。
古墳時代末から古代にかけて最も遺構が集中し、急斜面部に掘立柱建物跡、段
状遺構、土坑などが多数造営された。掘立柱建物跡には、鍛冶施設が伴うものが
ある。また、須恵器窯関連遺物が多数出土しており、近辺に須恵器窯が存在する
可能性がある。平安時代後期には、精錬鍛冶滓・板屋型羽口などの鍛冶関連遺物
が多量に出土し、ウルミ谷川上流部に大規模な精錬鍛冶施設の存在が窺われる。
近世以降では、炭窯などを検出した。
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